
■手伝うと助ける■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 308 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

308 目次 

1. トピックス：笑恵館アパート・入居者募集 

2. ブログから：手伝うと助ける 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

5. このメルマガについて 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

1. トピックス：笑恵館アパート・入居者募集 

 

笑恵館（しょうけいかん）アパートでは、4 月から 2 室が空室になります。 

普通の住宅やアパートは、他人に対して閉じていますが、笑恵館はその逆です。 

会員制のみんなの家では、母屋もアパートも常に解放されていて、入居地用契約をすると、自分の部屋にカギを

かけられるようになる仕組みです。 

そもそも「空き家」とは、閉じて使えないことが問題です。 

空いてる部屋を誰もが使えるように開放したら、社会はきっと面白くなるはずです。 

・ 

募集する部屋は次の通り。 

201 号室（１Ｋ） 74,000 円（共益費込み） 

202 号室（１Ｋ） 68,000 円（共益費込み） 

敷金礼金、保証人不要、更新料もいりません。 

高齢者、訳ありの方大歓迎ですので、気軽にお問い合わせください。 

詳細はこちら･･･http://shokeikan.com/club/residence 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：手伝うと助ける 

 

僕の活動は誰かを手伝うことであって、助けることではない。 

例えば、自分の答えを探すのを手伝いたいと思うけど、教えてあげようとは思わない。 

その答えをたまたま僕が知っていても、絶対に教えない。 

なぜなら、答えを教えると自分で答えを考えなくなるので、それは良くないことだと思う。 



でも、もっと大事なことは、僕の知ってる答えでいいのかどうか、僕には絶対にわからないということだ。 

さらに言えば、「教える」という行為そのものが、その人のためになるのかすら、わからないし自信もない。 

・ 

それに比べると、手伝うことの方が、確実に相手の役に立つ。 

「手伝う」とは、その人の手に負えないことを、その人の代わりや一緒にやることだ。 

一緒に答えを探すことが手伝うことで、答えを教えることは助けることになるだろう。 

だがもしも、その人が答えを探しているのでなく、答えを見つけられるようになりたいなら、答えを教えるのは

助けどころか邪魔になる。 

先ほど、僕の行為が助けになるかどうかわからないと言ったのは、まさにこのことだ。 

その人が何を求めているのかを知るためにも、まずは手伝うことで、寄り添ってみる必要があると思う。 

・ 

「手伝う」と「助ける」を簡単に見分ける方法がある。 

それは「手伝う＝自動詞」と、「助ける＝他動詞」の違いだ。 

「手伝う」は相手と一緒に同じことをするので「手伝われる」という受け身はないが、「助ける」は相手に対して

することなので「助けられる」という受け身がある。 

「教えられる」という受け身があるから、「教える⇒助けること」だが、「学ばれる」という受け身が無いので、

「学ぶ⇒手伝うこと」というわけだ。 

もしも相手が、自分の答えを探しているのでなく、僕の意見を求めているならば、「一緒に考えよう」などと手伝

うことはむしろできない。 

「求められる」という受け身があるので、求めるに対して与えることはできても手伝うのは難しい。 

・ 

こうして考えてみると、他動詞でなく自動詞を尊重する僕自身の存在に、今気づいた。 

それは、僕が手伝うことで、僕の助けを必要としなくなるのはもちろんのこと、更に僕の手伝いも必要としなく

なるようにするためだ。 

なぜなら、僕の目的は成功や拡大でなく、存続そして永続だから。 

21 年前に父から引き継いだ建設会社は倒産したが、僕は意地になって仕事を継続し、その精神を引き継ぐ会社を

再生した。 

もちろん負債の責任を負う僕は、新会社の経営を担うことはできなかった。 

でも、5 年間懸命に「手伝って」退職した後も、仕事は大変だが、この会社は無借金で元気に戦っている。 

「僕の助けも手伝いも要らない状態」で継続していることが、僕の誇りだ。 

・ 

これからも僕は、新たなチャレンジを手伝い続けるだけでなく、自分の事業も誰かに引き継いでいきたい。 

持続や永続とは、そうすることでしか、絶対に実現できないと僕は思う。 

実をいうと、僕が月額 1 万円で手伝うのも、そのためだ。 

「お金の切れ目は縁の切れ目」というけれど、僕にお金を払いたくなくなる時が、まさに手伝いを必要としなく

なる時だと思う。 

「お金＝手切れ金」は、まさに僕の口癖だ。 

有償の助けや手伝いを必要としないとは、無償の助けや手伝いが永続する仕組みを実現することではないだろう

か。 

 

http://nanoni.co.jp/20210315/ 

 



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）03/16 ■〇◎いづみ作業日 09-17 時 

09-10 時 〇いづみMTG（反町） 

10-17 時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

（水）03/17 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

13-15 時 ▲紙敷発表会（東松戸） 

（木）03/18 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

 13-17 時 ★なるほどデイ（笑恵館）・ 

 20-22 時 ■笑恵館オンライン同窓会（リモート） 

（金）03/19 ■〇◎なのに作業日 10-21 時 

（土）03/20 ■〇◎笑恵館作業日 09-17 時 

12-17 時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

（日）03/21 ■〇◎休業日 

 14-16 時 ■チャレンジアシストプログラム報告会（リモート） 

（月）03/22 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

 

■その後の予定 

03/23 10-17 時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

03/25 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

03/27 09-17 時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

04/01 20-22 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 4 月例会（リモート） 

04/08 14-16 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

04/08 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

04/08 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

04/09 20-21 時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

04/15 13-17 時 ★なるほどデイ（笑恵館）・ 

04/15 20-22 時 ■笑恵館オンライン同窓会（リモート） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 



 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


